
鉄道用無線通信回線シミュレータ RADTRACE
通信ネットワーク研究室 列車制御システム研究室

概 要

図１ 主な入力パラメータ
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基地局データ（1局毎に個別設定）
・アンテナの位置（キロ程，緯度，経度，アンテナ高）
・ハンドオーバー方式（ゾーン固定，レベル判定）
・アンテナの種類、指向方向（上り方・下り方別に設定）
・送信周波数、受信周波数
・送信出力、高周波部の損失（送受別に設定）
・ダイバーシチありの場合はアンテナ間の相関係数
・雑音電力密度、遅延プロファイル

車上局データ
・アンテナの位置（高さ、先頭からの距離）
・送信出力、高周波部の損失（送受別に設定）
・ダイバーシチありの場合はアンテナ間の相関
・雑音電力密度、遅延プロファイル

線形データ
・線形（緯度，経度，RL）
・各点ごとの伝搬条件

（遮蔽、フェージング）

無線機仕様
（全局共通）

・フレームフォーマット
・符号化方式（CRC, RS）
・変復調方式（１次・２次）
・伝送速度
・占有帯域幅，フィルタ特性
・受信部のNFと温度

妨害源データ
（基地局と同じ様式）

図2 計算出力の例

 対象線区の条件、無線機の仕様などを入力することにより、データ伝送品質を
予測します。

 沿線の伝搬環境や雑音、基地局間の干渉、妨害波などを考慮した予測計算が
可能です。

無線通信システムを導入する際には、無線機の仕様やアンテナの配置などを適切に
設計する必要があります。このシミュレータは、電波伝搬や雑音など設計時の想定
が難しい要素のシミュレーションを行い、鉄道環境での無線通信品質を予測します。

6

無線通信・電波環境の測定評価

 幅広い周波数帯域（数kHz～約100GHz）の電波を測定・評価することが可能です。
 EMC・無線測定用ワゴン車を活用し、屋外においても効率的に測定・評価を実施

できます。

通信ネットワーク研究室

鉄道が外界に対して放射する不要な電波の国際規格に従った測定・評価、鉄道
沿線における地上デジタル放送の品質調査、外界から到来する電波の調査など、
幅広い周波数帯域にわたる電波を測定・評価することができます。

測定の
ご依頼

取得
データ

データ

データの
提供

測定
・測定方法のご提案、実施

解析・評価
・解析・評価方法のご提案、実施

解析・評価
結果

（鉄道総研）

御依頼主

測定用ワゴン車
の主な特徴

・測定室/測定台を装備
（目的に応じて測定器
を設置可能）

・電動アンテナポールを
搭載(高さ：2.5～10m)

・AC100Vを供給可能
（発電機搭載/外部入
力可）
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